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まとめ

　大きな災害が発生すると、電気、ガス、水道などのライフラインが使えなくなったり、物流機能が停止し

たりする恐れがあり、コンビニやスーパーマーケットで食品が手に入りにくくなります。いつ起きるか分か

らない災害に備えるために、一人あたり最低３日、推奨７日分の食料などを備えましょう。

大切な命を守るために　事前の下調べ　情報収集　備蓄　をお願いします

防災マップから抜粋。 役立つ情報が多く載っていますので、 ぜひご覧ください。

 問合せ  地域安全課防災安全係☎内線 4022

携帯トイレは渋滞に備えて

車に積んでおくと便利！

市防災専門官  須田和之

買いそろえても忘れて賞味期限が切れそう…

非常用にお金を掛けるのは大変…

無理なく続けられる

方法があります

普段の食品を多

めに買い置き、

賞味期限が古い

ものから消費

買い足す

ローリングストックがおすすめです

　アルファ米や乾パンなどの保存食を備えておくこと

も大切ですが、普段の食品を少し多めに買い置きして

おき、賞味期限の古いものから消費して、買い足すこ

とで、常に一定量の食品が家庭で備蓄されている状態

を保つローリングストックを行いましょう。

　普段食べているカップラーメンや乾麺、インスタン

トみそ汁など、食べ慣れている食品をローリングストッ

クすることで、いざ災害が発生したときでも安心して

食事ができ、精神的な負担軽減にもつながります。

　野菜のような生鮮品や冷凍食品、トイレットペーパー

や乾電池などの生活必需品もローリングストックでき

ます。災害への備えとして、まずはできることから始

めましょう。

家庭備蓄をしましょう




